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はじめに  

蚊はマラリア，日本脳炎，黄熱などを媒介する吸血性節足動物  

である。日本脳炎は日本脳炎ウイルスを保有するコガタアカイエ  

カC〟Je＝r血e〃わ「毎〃C加′∫によって媒介され 夏期において豚がウ  

イルスを増幅する役割を担っている。千葉県では日本脳炎の患者  

発生と豚抗体保有状況との関係が調べられている1）。この他に日  

本脳炎患者の発生を予測するためには日本脳炎ウイルスを媒介す  

る蚊の季節消長について調べることが必要である。今回われわれ  

は日本脳炎の疫学的調査の一つとして，旭市に定点を設置してコ  

ガタアカイエカを含む数種類の蚊の季節消長を調べた。  

方 法  

蚊の採集は千葉県東部の旭市溜下の豚舎において1994年から  

1996年にかけて行われた。1994年には5月から10月まで毎月1  

回調査を行い，8月だけ月2回（上・下旬）行った。1995年と  

1996年には，7月から9月まで月2回（上・下旬）調査を行い，  

5月，6月および10月は月1回行った。調査を行った豚舎には  

常時200頭前後の母豚が飼育され，豚舎は水田に面していた。日  

没直後から約1．5時間，豚舎内で休止している蚊を吸虫菅で採集  

した。  

結果および考察  

表 旭市溜下において採集された蚊雌成虫の種構成（1994－1996）  

表は1994年5－10札1995年および1996年5－11月に採集  

された蚊の種類と個体数を示している。採集された種はアカイエ  

カC〟Jαク¢ゴビ〃∫クdJ／e〃∫，コガタアカイエカCr．什ねぞ〃for妙〃仁方略  

シナハマダラカ」〃甲力e／e∫∫加〝∫∫∫，オオクロヤプカ」rJ〃なere∫  

∫〟占β伽加，ヤマトヤプカ」gde∫ノ叩0〃fm∫の5種であった。優占種  

は年によって入れ替わった。1994年はコガタアカイエカが50％  

以上を占め，アカイエカとシナハマダラカがそれぞれ25％程度を  

占めていた。1995年はアカイエカが最も多く，次いでコガタア  

カイエカ，シナハマダラカの順であった。1996年は，シナハマ  

ダラ九 コガタアカイエカ，アカイエカがほぼ同じ割合であった。   

今回行った調査では，1994年から1996年にかけて主要3種  

（コガタアカイエカ，アカイエ九 シナハマダラカ）の発生量は  

増加した。一方，埼玉県と富山県では1994年の発生量が主要3  

種において最大である2）3減）5）。  

1994年から1996年までの主要3種の季節消長を図1－3に示  

した。1994年にはコガタアカイエカは8月下旬にピークを示し  

たほか，6月にも小さいピークを示した。アカイエカはコガタア  

カイエカ同様に6月と8月下旬の2つのピークを示した。シナハ  

マダラカの個体数は8月上旬に最大になり，季節消長は一峰性を  

示した。  
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図1．旭市溜下の豚舎における雌蚊成虫主要3種の消長  

（1994年）．Cx．pはアカイエカ、Cx．tはコガタアカイエ  

カ、An．sはシナハマダラカを示す。  

1995年にはコガタアカイエカは8月下旬に最大となり，9月  

下旬にも／トさいピークを示した。アカイエカは5月にすでに244  

匹採集された。1995年のアカイエカの消長は多峰性を示し，5  

月，7月上旬，8月下旬にピークが見られた。シナハマダラカは  

8月下旬に最大となった。  

1996年には，コガタアカイエカが8月上旬に急激なピークを示  

し，9月下旬にも緩やかなピークを示した。アカイエカの個体数  

アカイエ九C〟／eズp中e那ββJJピれ∫；コガタアカイエカ，C〟Jeズ什血e〃～orわ′′JC力〃∫  

；シナハマダラ九」〃叩力gJe∫∫血〃∫J∫；オオクロヤプ九月仰なere∫∫〟わdJ占d加  

；ヤマトヤプ九」e壷∫ノ甲0〃血∫．  
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旭市における蚊の季節消長   

は5月に最大で，その季節消長は前年同様多峰性を示した。シナ  

ハマダラカの個体数は7月上・下旬に多く，9月中旬に′トさなピー  

クが見られた。  
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図2．旭市溜下の豚舎における雌蚊成虫主要3種の消長   
（1995年）．Cx．pはアカイエカ、Cx．tはコガタアカイエ  
カ、An．sはシナハマダラカを示す。  

図3．旭市溜下の豚舎における雌蚊成虫主要3種の消長  
（1996年）．Cx．pはアカイエカ、Cx．tはコガタアカイエ  

カ、An．sはシナハマダラカを示す。  

佐々と浅沼6）によると，アカイエカの活動期間が3種のうちで   

最も長く，シナハマダラカがこれに次ぎ，両種は比較的低温の晩   

春や初秋でもよく活動するが，コガタアカイエカは盛夏の短い期  

′ヤのみに活発な繁殖を行う。今回の調査結果においてアカイエカ   

とシナハマダラカのピークがコガタアカイエカのピークよりも早   

いことは，2種の早い時期からの活動と繁殖を支持すると考えら   

れる。  
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